
お客様向けご説明資料

繰上返済時の

保証料返戻金について

なぜ残りの期間に比べて返戻金が少なくなるのか、

分かりやすくご説明いたします。

1

今回のご説明に使用する条件

お借入金額

3,000万円

お借入期間

35年

金利（年）

1.5%

保証料（一括前払） 繰上返済時期



約62万円 20年目

※上記は説明用のモデルケースです。実際の金額は個別の契約条件により異なります。

2

お客様がお感じになる疑問

「35年のうち、あと15年も残っているのだから、保証料も15年分の割合で戻ってくるのでは？」

ご期待のイメージ

62万円 × 15/35 =

約26.6万円
期間按分で計算

実際の返戻金

元本残高ベースで計算 →

約15〜20万円
※手数料控除後

💡 この差が生まれる理由



保証料は「残りの期間」ではなく「残りの期間中にどれだけの元本残高を保証するか」で計算されます。元利均

等返済では、後半になるほど元本残高が少なくなるため、保証する金額も少なく、返戻される保証料も少なくな

ります。

3

元利均等返済の仕組み ― 返済の中身の変化

毎月の返済額は一定ですが、その中身は大きく変化します。

▲ 返済初期は利息が大きく、元本の減りが遅い。後半になると元本返済が加速する。



利息が多い
徐々に逆転

元本が多い

返済初期

元本の減りが遅い

返済中盤
返済後半

元本が急速に減少

4

元本残高の推移 ― 「上に凸」のカーブ

元本残高は直線的に減るのではなく、上に凸のカーブを描いて減少します。これが返戻金に直接影響しま

す。



▲ 青線が実際の元本残高。点線が「均等に減った場合」の比較。20年目時点でまだ約1,560万円残っている。

5

保証料の仕組み ― 何に対してかかるのか

保証料は「元本残高 × 期間」の面積に対して課金されるイメージです。

▲ 色付きの面積が保証料に対応。繰上返済後（右側のオレンジ部分）は元本残高が少ないため面積が小さい。



🎂
ケーキに例えると…

三角形のケーキの「太い部分（返済前半）」を先に食べたようなものです。残りの「細い部分（返済後半）」は量

が少ないため、返金される保証料も少なくなります。

6

年別の元本残高と保証料のイメージ

経過年数 元本残高 残高の割合 保証料累計消化

0年目 3,000万円 100.0% 0.0%

5年目 2,662万円 88.7% 24.8%

10年目 2,297万円 76.6% 46.6%

15年目 1,904万円 63.5% 65.0%

20年目 ★ 1,480万円 49.3% 79.8%



経過年数 元本残高 残高の割合 保証料累計消化

25年目 1,023万円 34.1% 90.8%

30年目 531万円 17.7% 97.6%

35年目 0万円 0.0% 100.0%

※保証料の消化は元本残高に基づく概算です。実際の計算方法は保証会社の規定によります。

7

繰上返済のタイミングと返戻金の関係

どのタイミングで繰上返済しても、返戻金は「残期間の比率」より少なくなります。



▲ 点線が「期間比例なら」の期待値、実線が実際の返戻金イメージ。差が広がるのが分かる。

まとめ

保証料は「残期間」ではなく「残りの元本残高 × 残期間」に連動します✓

元利均等返済では返済前半に利息を多く払うため、元本の減りが遅くなります✓

そのため、返済前半で保証料の大部分が「消化」されます✓

繰上返済時の返戻金が期待より少なくなるのは、この仕組みによるものです✓



本資料は保証料返戻金の仕組みをご理解いただくためのモデルケースです。

実際の返戻金額は、個別の契約条件・保証会社の規定・事務手数料等により異なります。

「上に凸のカーブ」で元本が減少するため、返戻金も同様の傾向を示します✓


